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抗酸化ビタミン投与による肝臓ミトコンドリアＤＮＡへの影響
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目的　老化のフリーラジカル説は、昆虫、線虫等の研究から支持を受けているが、脊椎動

物では矛盾した結果が報告されているi,生物的酸化過程において生じる活性酸素種が、ミ
トコンドリアＤＮＡ（ｍｔＤＮＡ）にダメージを引き起こしている。 ｍｔＤＮＡはイント

ロンのない裸の凝縮したＤＮＡで、この突然変異の蓄積が老化と変性疾患の大きな原因と

なっている可能性がある。 ＳＯＤ、カロチノイド類、a ―トコフェロール、アスコルビン

酸、そして尿酸にはフリーラジカル除去の可能性が示唆されている。これらの抗酸化物質

を含む食物の摂取とｍｔＤＮＡとの関係について考察、検討を行ったので報告する。

方法全体で６０匹の蛙が1992年初夏に採取された。その平均年齢は2.0年であった。

蛙は若い群（体重50 g未満）と老齢群（体重が5 Og以上）に分類した。各々５匹ずつ
をコントロール（Ｃ）群、ビタミンＡ処理（Ａ）群、ビタミンA＆E処理（Ａ十Ｅ）群と

して用いた。蛙は45×８０ｃｍの飼育室で飼育した。Ｃ群、Ａ群、Ａ十Ｅ群の蛙の各々

は解剖し、肝臓を取り出してｍｔＤＮＡの検討のためアガロース電気泳動を行った。

結果　ｍｔＤＮＡの電気泳動パターンは、ｍｔＤＮＡの大きさを示す1 6Kbのバンドが

見られた。Ｃ群、処理群ともに差はみられなかった。但し、Ａ十Ｅ群において16Kb以

下の大きさの種種のＤＮＡバンドが数多く見られ、特に老齢群におい七多かった。また、

Ａ群の老齢群においても、ｍｔＤＮＡの種種のバンドが多く見られるようであった。老化

にともない指摘されている6KbのｍｔＤＮＡのバンドも鮮明さに欠けるが見られた。

2 Ca－10 クロムの毒性におけるアスコルビン酸の影響
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　【目的】一般に重金属による慢性毒性は、比較的長い期間に及ぶ微量摂取によって生じる

ために原因物質の発見や早期治療が難しく、結果として、様々な生体機能疾患をもたらす

ことが特徴である。一方、栄養学上、必須栄養素であるアスコルビン酸（AsA）は還元性を

もつ重要なビタミンであり、有機化合物の解毒に関与していることが知られている。’しかし、

無機化合物の解毒に関してはまだ不明な点が数多くあり今後の研究が待たれる状態である。

そこで、AsAによる6価クロムの慢性毒性に対する解毒作用について検討することを目的と

して動物実験を行なった。

　【方法】Hartley系雄モルモット（6週齢）を用いて、低AsA･Cr群、低AsA･Cont.群、高

AsA･Cr群、高AsA･Cont.群の４群に群分けした。AsAは、低AsA群1.6Bg/day、高AsA群160ig

/day、Crは、Cr群に10・g/dayを経口投与した。２０日間飼育後、断頭により屠殺し、臓器

重量、臓器中のAsA量、血漿のALP、肝臓・腎蝋のクロム量を測定した。

　【結果】身体状況、体重の増減より、低AsA群、特にCr群において成長の抑制が強くみられ

た。臓器重量は、Cr群とCont.群に有意差はみられなかった。AsAとALPは、４群問に有意差

がみられ、低AsA･Cr群が最も低い値であった。クロム量は、低AsA･Cr群が高AsA･Cr群と比

べて、高い値を示した。以上の結果より、モルモットの生体中では、還元力の強いAsA

の作用をうけてクロム毒の発現が抑制されることが示唆された。尚、この解毒機構について

も検討を加えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
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